
　
　
　
第
十
一
谷
　
　
紐
　
　
介

子
の
遣
跡
S
記
録
以
下
の
諸
編
は
個
々
の
問
題
を
捉
へ
て
考
襲
を

加
へ
、
曾
戸
茂
梨
の
地
を
案
じ
、
三
浦
三
港
を
考
へ
、
李
栗
谷
を
・

評
旨
し
、
蔚
山
城
の
前
号
を
探
り
、
驕
朋
崇
拝
の
風
俗
を
論
じ
、

天
謹
教
侍
天
敏
の
豫
実
現
歌
を
述
ぶ
る
な
，
ご
實
に
興
味
深
き
煎
物

で
あ
る
。
雀
型
に
近
衛
公
患
家
襲
藏
の
朝
鮮
宣
祀
十
三
年
春
謁
聖

賜
宴
圖
を
入
る
Σ
外
、
巻
中
塵
々
に
営
養
を
挿
入
し
、
赫
居
燈
の

墓
，
箕
準
城
，
金
華
露
降
誕
地
，
大
隠
君
、
伊
藤
公
遭
難
の
瞬
間

箕
子
愚
説
二
十
三
葉
あ
り
，
鯛
固
態
關
係
に
此
の
種
の
書
籍
の
紗

な
き
折
柄
、
實
盆
S
趣
味
く
㌦
を
象
ね
た
る
好
著
ε
謂
へ
る
、
少
し

く
紹
介
邊
延
の
嫌
あ
れ
，
こ
も
良
書
な
る
を
以
て
藪
に
登
載
す
る
こ

豊
Σ
し
た
Q
（
四
六
版
五
三
〇
頁
東
京
富
山
房
登
行
、
優
三
、
五
〇
）

〔
那
波
〕

鐙
綜
合
日
本
更
概
説
上
菅
　
栗
田
　
元
次
著

　
本
書
は
高
等
畢
校
叉
は
三
門
墨
三
等
の
三
三
書
、
こ
し
て
、
は
た

中
等
教
育
者
の
滲
考
用
ミ
し
て
編
蓮
し
た
も
の
で
、
上
巻
に
は
開

鉱
よ
り
豊
臣
時
代
ま
で
を
膿
め
、
徳
川
以
降
を
下
巻
に
牧
め
る
豫

定
に
な
っ
て
居
る
。
編
次
の
大
膣
は
、
高
等
學
校
の
教
授
要
目
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
四
∩
）
　
（
山
ハ
四
田
凹
）

準
指
し
て
章
を
設
け
，
政
治
・
山
嶺
・
法
制
・
文
化
・
思
想
の
各
方

面
に
亙
り
て
毒
筆
を
試
み
、
一
方
に
偏
ら
な
い
で
全
艦
、
こ
し
て
の

懸
果
を
設
く
事
に
努
力
し
て
あ
る
。
さ
れ
ば
本
書
は
著
音
自
身
の

新
護
鞍
懸
見
解
を
嚢
表
し
よ
う
た
め
の
も
の
で
な
く
、
先
人
の
研

究
を
取
捨
綜
合
し
て
、
國
史
の
大
系
を
組
織
せ
ん
ε
し
た
も
の
で

あ
っ
て
，
著
者
の
努
力
は
頗
る
大
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
加
ふ
る

に
挿
入
の
魍
版
は
、
文
書
・
日
記
・
建
築
・
彫
刻
・
総
追
尊
の
各
方
面

に
亙
っ
た
十
八
葉
の
外
に
、
所
々
に
手
立
を
入
れ
て
磯
明
を
補
う

て
居
る
事
は
、
本
書
編
述
の
目
的
に
最
も
適
し
た
企
て
ぐ
」
言
へ
よ

う
。
も
し
再
版
の
簾
に
で
も
、
欄
外
の
絵
白
を
も
う
少
し
多
く
す

る
事
ミ
、
愚
見
で
も
よ
い
か
h
地
圖
を
挿
入
す
る
事
ミ
，
も
う
少

し
考
古
墨
の
方
面
の
諸
問
題
に
鰯
れ
て
ほ
し
い
事
ミ
、
こ
の
雨
三

の
希
望
が
蓬
せ
ら
る
、
な
ら
ば
、
吾
人
の
み
の
欣
び
で
は
あ
る
ま

い
。
（
肺
粥
版
m
四
六
八
百
ハ
、
中
｛
久
舘
閉
場
口
耳
嚢
行
、
定
償
一
二
。
八
0
）

囎
鞍
　
馬
　
寺
　
史

橋
川
　
正
薯

　
洛
の
内
外
を
問
は
す
、
時
の
古
今
を
論
ぜ
す
、
上
下
貴
卑
か
ら

非
常
な
信
仰
を
受
け
、
御
句
子
九
郎
判
宮
の
物
語
中
巻
要
な
一
齢



を
な
し
、
奥
に
囎
じ
て
天
狗
妖
魔
の
本
質
地
の
如
く
現
は
れ
、
各

種
の
方
颪
に
各
様
の
感
化
を
與
へ
て
居
る
松
尾
山
金
剛
薄
明
院
、

卸
ち
俗
懐
鞍
馬
寺
は
、
本
年
丙
寅
の
年
を
以
て
本
愈
開
扉
を
な
し

伽
藍
の
落
慶
供
養
を
行
っ
た
が
、
そ
の
記
念
ε
し
て
出
版
さ
れ
た

の
が
本
書
で
あ
る
。
第
一
章
鞍
馬
寺
の
創
立
よ
り
、
李
安
，
鎌
倉

吉
野
、
室
町
、
安
土
桃
山
，
江
戸
、
明
治
の
各
時
代
に
於
け
る
鞍
馬

寺
を
蓮
襯
し
、
特
に
鞍
馬
の
願
人
、
地
誌
に
見
ゆ
る
鞍
馬
寺
及
び
年

中
行
事
の
二
章
を
設
け
て
通
史
の
足
ら
ざ
る
を
補
ひ
、
最
後
に
附

載
ミ
し
て
鞍
馬
寺
國
費
目
録
を
慰
め
た
菊
版
二
八
六
頁
、
加
ふ
る

に
圖
版
五
十
を
以
て
し
た
も
の
で
あ
る
。
繭
後
十
二
章
の
中
で
特

に
吾
入
の
注
意
を
惹
い
た
中
の
一
二
を
暴
契
る
ミ
、
本
寺
の
創
立

を
獲
魏
年
間
鑑
頑
の
創
立
ε
す
る
聖
業
を
排
し
て
延
暦
＋
五
年
造

東
寺
長
官
藤
原
伊
勢
人
の
創
溜
な
り
ε
断
じ
，
王
城
の
北
方
に
由

り
て
國
家
鎭
護
の
毘
沙
門
天
を
本
奪
ぐ
」
せ
る
所
に
本
寺
創
立
の
意

義
を
認
め
ん
こ
し
た
事
、
李
安
朝
時
代
の
章
で
大
治
二
年
再
建
の

時
に
作
ら
れ
江
毘
沙
門
天
像
が
左
手
を
眉
間
に
騎
し
て
蓬
か
湛
方

を
凝
蔵
す
る
姿
勢
を
し
て
居
る
事
は
、
儀
軌
を
外
れ
た
も
の
で
恐

ら
く
王
城
守
護
の
精
霊
を
具
象
化
し
た
も
の
で
あ
ら
う
ざ
し
た
事

　
　
　
第
十
一
巻
　
　
紹
　
　
介

蹴
土
逡
品
の
内
に
治
承
三
年
十
月
十
五
日
の
近
親
實
在
銘
の
経
筒

の
あ
る
事
に
よ
っ
て
源
家
ε
本
寺
ぐ
」
の
驕
係
を
認
め
ん
ぐ
」
し
た
事

鎌
倉
時
代
の
章
で
は
嘉
単
三
年
二
月
大
薬
師
定
慶
の
墨
書
あ
る
木

造
聖
観
音
立
稼
を
紹
介
せ
る
事
、
正
慕
二
年
在
銘
銅
燈
籠
が
曾
俗

四
十
四
名
の
自
署
か
言
思
は
る
、
入
心
あ
る
事
の
意
義
を
、
團
艦

的
意
識
の
目
嘗
め
つ
瓦
あ
っ
た
一
表
現
ざ
し
た
事
、
吉
野
朝
時
代

の
章
で
は
暦
豊
頃
よ
り
現
は
る
・
艮
口
率
分
に
塾
す
る
鞍
馬
・
坂

本
商
人
の
論
評
の
事
を
注
意
し
て
居
る
し
、
室
町
時
代
の
章
で
は

善
光
寺
大
乱
進
塁
藏
武
田
信
立
の
元
魏
三
年
（
推
定
）
閏
正
月
壮
二

海
の
鞍
馬
寺
宛
の
書
駄
に
「
蜜
前
に
於
て
遠
巻
之
法
勤
行
し
の
句
あ

る
を
注
意
し
た
事
、
鞍
馬
の
願
人
の
章
で
、
こ
れ
は
俗
法
師
て
あ

る
ε
断
じ
た
事
等
で
あ
る
。
著
者
が
こ
の
著
を
な
す
に
嘗
り
て
，

或
は
四
國
に
、
或
は
北
越
に
信
州
に
響
く
行
き
亙
っ
て
史
料
を
探

り
、
古
文
書
は
勿
論
金
石
銘
文
を
始
め
ミ
し
て
、
巻
末
の
奥
書
の

類
か
ら
其
時
代
々
々
の
丈
學
に
ま
で
亙
っ
て
、
潔
く
も
史
料
ミ
な

る
も
の
は
殆
ん
さ
之
を
充
分
に
利
用
し
て
以
て
こ
の
一
巻
を
な
し

た
の
で
あ
っ
て
、
其
の
周
到
な
る
用
意
ミ
巧
み
な
る
結
構
ε
は
、

著
者
の
苦
心
を
察
知
す
る
に
充
分
で
あ
る
。
も
し
望
め
る
な
あ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
棺
擢
四
號
　
　
　
一
四
一
　
（
六
四
五
）



第
＋
一
巷
　
紹

介

首
尾
に
で
も
、
本
寺
を
中
心
ミ
し
た
地
山
が
一
葉
孜
め
て
欲
し

か
っ
た
。
本
寺
ミ
李
安
京
ミ
の
關
係
を
知
る
必
要
の
た
め
に
。
（
鞍

馬
寺
開
扉
事
務
局
醸
版
部
．
励
行
）

⑳
史
蹟
精
査
報
告
第
一

内
務
省

　
大
正
十
二
年
八
月
印
行
全
く
成
り
將
に
配
適
せ
ん
ミ
せ
る
時
に

當
り
大
震
災
の
た
め
に
殆
ん
「
ご
み
、
の
全
部
を
烏
有
に
濃
し
、
僅
か

に
一
班
を
存
せ
し
を
以
て
之
を
補
正
し
、
今
回
再
版
に
附
せ
ら
れ

た
も
の
で
、
黒
板
博
士
の
「
上
野
三
碑
調
査
報
告
」
、
田
澤
金
吾
鱈

の
「
山
ノ
上
古
墳
」
宮
地
博
士
の
「
日
光
並
木
街
道
附
並
木
寄
進
碑
」

の
三
篇
を
併
延
し
四
六
倍
版
本
文
五
三
頁
羽
蟻
四
十
三
挿
岡
二
よ

り
成
る
。

　
「
上
野
墨
隈
調
査
報
告
」
は
㎝
ち
多
胡
，
山
ノ
上
，
金
井
澤
の
三

和
の
研
究
で
あ
る
。
多
胡
碑
に
煽
て
な
狩
谷
液
齋
の
誤
讃
の
丈
字

を
指
摘
し
、
難
解
の
正
字
「
羊
」
及
び
「
象
」
を
説
明
し
羊
は
方
向
を

示
す
「
未
」
の
假
り
字
で
あ
り
、
「
、
奪
」
は
必
ず
し
も
書
紀
の
用
字
例

に
均
泥
す
る
必
要
な
く
、
奈
良
朝
時
代
よ
り
藤
原
時
代
に
ま
で
つ

“
い
て
用
ゐ
ら
れ
た
文
字
で
「
み
こ
ε
」
ε
訓
む
べ
き
で
あ
る
ミ
し

第
四
號
　
　
　
一
四
二
　
　
（
山
ハ
帰
四
山
ハ
）

て
居
り
、
山
ノ
上
碑
は
天
武
九
年
論
を
探
る
べ
し
ミ
断
じ
、
液
齋
は

丈
義
古
拙
談
む
べ
か
ら
す
ε
し
て
居
る
け
れ
，
こ
も
、
こ
れ
は
テ
ニ

ラ
バ
を
省
い
た
讃
み
下
し
の
國
文
で
あ
る
S
し
て
之
を
立
派
に
讃

み
下
し
、
放
生
寺
の
僧
長
利
が
そ
の
母
の
黒
賞
刀
自
の
た
め
に
記

し
た
も
の
な
の
、
電
し
、
金
井
澤
碑
亦
殆
ん
さ
同
襟
の
國
文
臓
の
も

の
で
信
仰
の
紀
念
物
算
し
て
建
立
せ
ら
れ
た
も
の
に
外
な
ら
ぬ
ε

言
っ
て
居
る
。
「
山
ノ
上
古
墳
」
は
山
ノ
上
碑
の
島
傍
四
間
に
あ
る

古
墳
の
精
細
な
調
査
報
告
で
あ
る
が
そ
の
築
造
年
代
が
天
武
帝
時

代
ミ
想
定
さ
る
、
事
に
よ
っ
て
山
ノ
上
碑
ミ
關
戯
し
て
長
利
俗
の

母
野
費
刀
自
の
墳
塑
で
は
な
い
か
ε
推
定
し
て
居
る
。
次
に
「
日
光

並
木
街
道
並
並
木
寄
進
碑
」
は
日
光
街
道
に
並
木
を
植
ゑ
る
事
は

文
胆
八
年
に
四
十
三
代
の
灌
別
當
ε
な
っ
た
束
翻
房
昌
源
が
既
に

實
行
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
二
院
の
も
の
は
寛
永
の
初
年
頃
家
康

以
來
の
近
露
な
る
大
河
内
正
綱
が
二
＋
有
玉
露
の
星
”
霜
を
費
し
て

成
就
し
た
の
で
あ
る
が
、
延
長
下
命
に
垂
ん
ミ
す
る
杉
並
木
の
寄

進
碑
が
正
綱
卒
去
の
年
慶
安
元
年
四
月
＋
七
日
附
で
あ
っ
て
、
そ

の
六
月
世
こ
日
に
彼
は
七
十
三
を
唱
期
ミ
し
て
長
逝
し
た
の
で
あ

る
事
を
縷
設
し
て
居
る
。
本
報
告
書
で
最
も
欣
ぶ
べ
き
事
は
そ
の



岡
版
で
あ
る
。
先
づ
地
圖
上
に
位
置
を
示
し
、
遽
望
や
實
測
魍
を

入
れ
、
次
で
零
物
全
部
及
そ
の
拓
本
を
牧
め
、
更
に
必
要
な
る
文

字
は
殆
ん
さ
實
大
ミ
恩
は
る
、
大
き
さ
の
爲
眞
ミ
妬
影
噺
こ
を
併
濾

し
て
以
て
研
究
者
に
領
地
に
在
む
が
如
き
便
宜
を
與
へ
た
事
で
あ

み
b
特
に
所
要
の
文
字
一
字
の
た
め
に
で
も
一
枚
の
圖
版
を
用
ひ

た
事
は
「
精
査
」
く
」
言
ふ
名
に
駈
ぢ
ぬ
近
來
の
試
み
で
あ
る
S
言
へ

や
う
。
〔
以
上
中
村
〕

⑭
温
　
四
維
　
集

・
從
來
尾
張
國
に
於
け
る
史
料
癸
蹟
の
探
究
踏
査
を
行
っ
た
牧
獲

の
中
学
秀
な
る
も
の
を
或
は
総
葉
書
に
撮
影
し
敢
は
坂
新
版
に
上

せ
て
星
行
し
斯
界
に
寄
與
す
る
所
が
多
か
っ
た
名
古
屋
温
故
會
は

今
回
又
國
費
弘
法
大
師
御
入
定
終
決
記
、
同
脇
寺
藏
一
切
経
、
徳
川

侯
爵
家
藏
熱
田
肚
平
話
，
石
河
男
尊
家
藏
嘉
元
濁
乱
、
情
妙
寺
藏
，

茶
屋
交
趾
貿
易
圖
を
四
つ
切
大
の
破
璃
版
に
附
し
温
故
雅
集
ミ
名

づ
け
て
登
行
す
る
こ
、
、
こ
な
り
、
去
る
五
月
母
一
日
に
其
の
第
二

一
切
経
を
頒
布
し
た
。
此
経
は
尾
張
樫
守
大
中
臣
課
長
が
嚢
願
し

て
當
時
の
能
筆
に
書
坐
せ
し
め
た
も
の
で
，
安
元
元
年
爲
．
経
の
事

　
　
・
第
十
一
巷
　
　
紹
　
　
　
介

を
始
め
治
承
二
年
に
終
了
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
揖
は
其
内
の
般

若
経
の
唐
櫃
、
同
中
蓋
表
面
の
繹
迦
＋
六
善
紳
、
般
若
菩
薩
十
六

善
紳
、
裏
面
の
識
語
、
唐
櫃
内
の
小
函
、
経
巻
表
紙
、
タ
首
，
同
裏

面
及
び
巻
宋
を
八
枚
の
爲
眞
ぐ
」
し
之
に
解
説
を
附
し
て
あ
っ
て
、

古
文
書
、
藝
術
の
研
究
上
少
か
ら
す
参
考
ミ
な
る
も
の
で
あ
る
。

（
名
古
屋
温
故
會
嚢
行
，
罪
色
品
）
〔
松
野
〕

翻
二
十
史
朔
閏
表

陳

垣
　
署

　
嚢
に
元
西
域
人
華
化
考
を
著
は
し
て
東
洋
史
學
の
進
蓮
に
寄
與

せ
ら
れ
た
る
陳
垣
氏
近
頃
の
快
著
で
あ
る
。
著
者
は
北
京
大
學
に

あ
り
て
從
來
の
支
那
語
學
の
研
究
法
の
科
學
的
な
ら
ざ
る
を
慨
き

恒
に
各
種
の
研
究
を
嚢
表
し
て
必
ず
一
隻
眼
あ
る
を
示
し
て
居

る
。
夙
に
東
西
年
紀
の
研
究
に
訟
潜
心
し
て
支
那
麿
西
洋
暦
圃
暦

に
無
し
考
嫁
す
る
所
多
し
ミ
聞
く
、
本
書
は
即
ち
其
の
一
端
を
嚢

表
せ
る
も
の
に
し
て
、
支
那
熱
意
閏
の
研
究
を
目
的
ぐ
」
し
西
暦
回

歴
を
附
載
し
た
る
も
の
で
あ
る
。
宋
の
劉
義
曳
の
長
暦
に
微
ひ
て

漢
高
組
元
年
よ
り
起
錐
し
、
耶
律
倣
の
邊
宋
朔
閏
考
餌
飼
の
四
史

朔
懸
魚
，
注
氏
の
長
術
清
の
萬
年
書
は
勿
論
、
支
那
に
存
在
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
M
閏
號
　
　
　
一
四
三
　
（
山
ハ
四
七
）


